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1．は じめに

　 8 世 紀 頃 の 日 本 に おい て 、彩 色 材 料 の 種 類 と

用 途 が 大 き く増 加 した こ とは 文 献 史 料 の 上 か ら

見 るこ とが で きる 。 彩色 材 料 の 種 類 が増 加 し た理

由の
一

つ として 、対 外 的 な貿 易 の発 展 があり、当

時 政 治 的 にも経 済 的 に も交 流 の あ っ た朝 鮮 半 島

や 中 国 大 陸 との 交 渉 を通 じ、彩 色 材 料 そ の もの

が 多 数流 入 し、 原 材 料 が もた らされ 、技 術 が伝 え

られ 、技術 者 が 渡 来したとい う背 景 が あっ た。

　そ の 後 16 −17 世 紀 頃 に 新 たな彩 色 材 料 がもた

らされ るまでの 間 、彩 色 材 料 の 用 い 方 は 、8 世 紀

頃 に おける彩 色 材 料 に対 して の 理 解 と使 用 方 法

を基 本 知 識 として、大 きく変わる こ とはなか っ た 。

　 しか し 、 5−6 世 紀 頃 の 遺 物 で ある 、 装 飾 古 墳 と

呼 ばれる古 墳 遺 跡 には 既 に様 々 な彩色 が 施 され

て お り、また 8 世 紀 以 前 の 文 献 上 にも彩 色 材 料

に 関 する記 載を見 るこ とが できるの で ある。

　 古 代 日 本 にお い て 8 世 紀 頃 にもたらされ た 彩

色 材 料 に 関する知 識 や技 術 が即 座 に 吸 収 され、

発 展 させ られ たとい うの で はなく、日 本 にお ける彩

色 材 料 へ の 理 解 は 、古 墳 時 代 を通 じて か なり進

ん で い た こ とを本 研 究 にお い て 指 摘 する。

2．原 初 的 使 用

　日 本 とい う地 域 に 限 らず、文 化 的 に 原 初 に 近 い

状 態 の 社 会 で あれ 、彩 色 に対 す る志 向 があ る。

　 その 場合 、彩 色の 対 象 は絵 画
・彫 刻 とい う芸

術 に 限 定 されず 、 む しろ 日 常 生 活 に 関 係 するも

の で ある こ とが 多い 。社 会 におけ る装 飾 的 な志 向

に 応 じて 装 身 具 や 化 粧 が
一

般 的 に なるに 従 い 、

彩 色 の バ リエ
ー

シ ョン は増 加 した。直接 体 に塗 布

したり、顔 に 化 粧 の ように 施 した りする形 で の 彩

色 材 料 の 使 用 が行 われ た 。

　 弥 生 時 代 になると、赤 色 の 彩 色材 料 が 表 面 に

施 され た 土 器 が 多く作 られ るように な っ た こ とか ら、

こ の 時期 に は器 物 に 彩 色を施 す とい う行 為 が 行

われていた こ とを推 測 させ る 。

　 『魏 志 』東 夷伝 倭 人 条 に 、 倭 人 が 朱 を体 に 塗

るという記 述 や 、贈 答 品 として 真 朱 ・鉛 丹 を倭 の

王 に 贈 る、とい う記 述 が 見 られ る 1 こ とか ら、5−6 以

前 に お い て も、彩 色 材 料 に つ い て の 認 識 をある

程 度 有し て い た ことが 分 か る 。

3 ．祭 祀 的使 用

原 初 的 な社 会 構 造 が発 展 して行 くに つ れ 、少

数 の 貴 顕 を中 心とする国 家 体 制 が 成 立 し 、 祭 祀

的な意 味 合 い で の彩 色 材料 の 使 用 が 増加 する 。

特 に政 治 的権 威 を強 化 するた め の 手 段 として、

祭 祀 的な建 造 物や 装 身具 とい っ た 造 形 物 が 多 く

作 られるように なり、使 用 され る彩色 材 料 の 種 類

も増 加 した。

　日 本 の 古 墳 時 代 に 広 く行 わ れ た 習 慣 として 、

「施 朱 」が ある 。 こ の 「施 朱」とい うの は 、文 字 通 り

朱 を用 い て 、 ある い は 朱 と同 じく赤 い 色 の 彩 色 材

料 を用 い て 、死 者 の 遺 骨 や 遺 品 、墳 墓 内の 玄 室

や 石 棺 に 彩色 を施す行 為 の こ とで ある 。

1
「以 朱 丹 塗其 身體 如 中國 用 粉 也 」

　 「真朱 鉛 丹 各 五 十 斤 」　　　　　 らの 記 述
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施 朱 と い う呼 称 なが ら 、 実際 に使 用 され て い る

彩 色 材 料 は朱 だけで はない 。より多く使 われるの

はベ ンガラの ような入 手 の 容 易な材 料 で あり、 天

然 産 出 物 の 辰 砂 ・硫 黄 と水 銀 か ら作 られる朱 沙

にせ よ、朱 を用 い て い たケ
ー

ス が 全 て で はない 。

発 色 か ら考 えると、同 じような色 を呈 す る 当 時

の 彩 色 材 料 として は 朱 だ け で は な く、ベ ン ガラ
・

丹 ・ 縢 脂 （烟 子
・烟 紫 ）・紅 花 などが あ っ た が 、そ

れぞれ 鉱物 性 の 顔 料 ・動植 物 性の 染 料 として 性

質 が異 なり、劣化 する速 度 も異なる 。

着 色 力 が 強 く、顔 料 系 の 彩 色 材 料 よ りも鮮 や

か な発 色をしながらも、石 の ような支 持 体 に 塗 布

され ると退 色 しや す い 染 料 類 を用 い る こ とは あ ま

り行 わず 、入 手 し易 く、か つ 長 期 間 に渡 っ て 色 が

保 持 され るベ ン ガラを多く用 い て い たとい うこ とか

ら 、 古 墳 時 代 に彩 色 材 料 に対 して 性 質 に対 す る

相 応 の 理 解 があっ た こ とを伺 わせ る 。

朱 だ け で なく彩 色 材 料 の 記 載 は 「記紀 」内 に 見

られ 、『続 日 本 紀 』に は、彩 色 材 料 とその 産 地 に

つ いての 記 載 まである 2 ことか ら、少なくとも絵 具 と

して 、顔料 として 加 工 され る前 の 原 材料 に つ い て

の 理 解 が存 在 し、さらに い くつ か の 彩色 材料 が 日

本 国 内 で 採 取 され て い た こ とを示 して い る 。

4．国 家 事業 と彩 色材 料

古 墳時 代 を経 て 、中央 集権 的 な統 一
王 権 が B

本 に 誕 生 し、国 家 規 模 で 王 権 と国威 発 揚 の た め

の 造 形 物 が作 られ るようにな っ た 。

古 代 におい て最 も顕 著 なもの は 、奈 良時 代 にお

ける大 仏殿 の 建 立 と国 分 寺 の 建 設 で あると言 え

る 。 さらに仏 教 文 化 が 流 入 し 、 広 く信 仰 を得 た こ

とに よっ て宗 教 的な造 形 物 の 種 類 は大 変 増 加 し、

そ れ に 伴っ て 建 築 ・彫 刻 ・絵 画 とい っ た 芸 術 品 が

多く制 作 された 。

2
『続 日 本 紀 』巻

一
文 武 二 （698 ）年 九 月 乙 酉 廿 八

「乙 酉 。令近 江國 獻 金 青 。伊 勢 國 朱 沙 雄黄 。常 陸 國 。
備前 。伊 豫 。日 向 四 國 朱沙 。安藝 長 門 二 國 金 青 緑

青 。豊 後 國 眞朱 。一■・
」

こ の こ とは 同 時 に 、彩 色 材 料 の 種 類 が 増 大 し、

効 率 的 に用 い られ た とい うこ とも示 して い る 。 現 存

する諸 芸 術 品 の
一部 に は 、 当 時 用 い られ て い た

彩 色 材 料 が 残 存 して おり、

一
種法 則 的 で 、何 か

しらの ル
ー

ル に則 っ ているかの ような使 用 方 法 で

あ っ た こ とが 分か るの で ある 。

組 織 的 に も彩 色 に 関 わ る 工 人 達 は 良 く統 制 さ

れ 、 様 々な機 関 に所 属 して 彩 色 技術 の 伝 播 が 互

いになされたことは文 献か ら知 るこ とが で きる 。

5．おわ りに

彩色 材 料 を扱 う工 人 たち の 元 とな っ たの は 、血

族 による分 業 に より、彩 色 材 料 に つ い て の 知 識 と

技 術 を独 占 して きた画 業 専 門 工 人 たち の集 団 で

あり、 彼らが 数世 紀 に渡 っ て蓄 えた知識 は 、古 墳

時 代 頃 より伝 えられて 来 た彩 色 材 料 の 劣 化 や 退

色 、多くの 顔 料 や 染 料 同 士 の 性 質 に応 じた使 い

分 けの 手 法 に基 づ いて い る。

8 世 紀 以 前 の 文 献 史 料 上 に記 載 されて いる彩

色 材 料 は、採 取 した原 料 を加 工 する必 要 が あり、

顔 料 ・染 料 によっ て 加 工 ・保 存 方 法が 異なり、性

質 的に も組 み 合 わせ て 使 用 する上 で 細 心 の 注 意

を必 要 とした 。

8 世 紀 に彩 色 材 料 が体 系 的 に 使 用 され るように

なり得 た要 因 は 、 海 外 貿 易 に よ っ て最 新 の 技術

や 人 的 資源 が 新 たに もた らされた こ との み に よる

の で は な く、 彩 色 に携 わ っ た 工 人 た ちが、彩 色材

料 の 性 質 、材 料 の 使 用 方 法 とい っ た 知 識 と理 解

を、数 世 紀 に 渡 り蓄積してきた こ とに他 ならない 。
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